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最近，文部科学省は第一線の研究者・専門家約3,000人に我が国の科学

技術の実力に関して世界の中の相対的評価を問い合わせた結果をまとめて

いる．その結果，欧米に劣っている主な科学技術は，惑星探査技術や有人

宇宙活動基盤技術と並んで創薬の基礎研究と新しい計測分析技術・機器開

発が挙げられている．実際，既に1990年代に例えばカリフォルニア工科

大学ベックマン研究所では21世紀をにらんで，1）バイオテクノロジー，

2）レーザー分光学と構造，3）質量分析法，4）生体分子デザイン，5）

分子シミュレーション，6）生体イメージング，6つの重点プロジェクト

を立ち上げ，推進した．

国は「国力を象徴し，国益に貢献する技術」を国家基幹技術と定め，積

極的に進める方針を示しているが，国の存立基盤を支える技術は国が責任

をもって進めないといけないし，また長期的な戦略も欠かせない．この国

家戦略の方針は欧米に遅れること10年の後塵を拝して打ち出されたもの

で，我々は心して科学を拠りどころとして世界の競争に挑戦してゆかねば

ならない．それには常に独創性の高い概念や方法論の開拓に挑戦してゆく

必要性に迫られている．

自然科学者にとってみれば，未開拓な研究を進めてゆく上で，研究に必

要な分析手法や計測技術を新しく工夫，創案するというのは当たり前であ

ろう．事実，1990年以降のノーベル化学賞を眺めて見ても，1991年高

分解能ＮＭＲの開発（エルンスト），1993年PCR法の発明（マリス）と

部位特異的突然変異法の確立（スミス），1999年フェムト秒分光学の研

究（ズウェイル），2002年生体高分子の質量分析法（フェン・田中）お

よび核磁気共鳴分光法（ヴュートリッヒ）の開発などが受賞の対象になっ

ている．真に，「科学が技術を生み，技術が科学を支える」由縁である．

我が国でもここ数年，先端計測分析技術や機器開発の重要性が認められ，

幾つかの関連したプロジェクトが進められ，その成果に多くの期待が集ま

っている．中でも「観察する」「計る」「分析する」という3つの理念が知

的な活動を推進・高度化するために不可欠であると認識されているが，こ

こに新たに時間と空間の概念を導入する必要があろう．従来，我が国では

計測分析法の装置化の分野は，欧米に比較して未だに「ただ乗り意識」が

抜けなかったが，第3期科学技術基本計画の中で機器開発そのものが最先

端の研究を誘導・先導する性格をもち，計測分析方法の装置化自体がイノ

ベーションになるという認識が初めて示されたことは大変喜ばしいことで

ある．しかし，相変わらずの縦割り行政のため，この分野でも類似のプロ

ジェクトが幾つも走っているのは極めて残念なことで，プロジェクトを整

理・統合する必要が強く感じられる．



創造的な研究と計測分析技術あるいは機器開発とは密接に関連している

と考えられる．先ず元々，計測分析法は多くの場合，物理分野あるいは物

理化学分野から生まれる新しい原理の発見と対となって，計測分析法が開

拓されてゆくという要素が強いだろう．次に，一般論としての技術あるい

は機器に展開されてゆき，さらに汎用性のあるものへ研究開発されて実用

化レベルに到達し，時にはもっと波及効果の大きいイノベーションにつな

がることもあろう．計測分析技術や機器開発そのものが新たな創造的研究

を生み出すことがあることは，上述のノーベル賞の例からも明らかである．

確かに，「つくってノーベル賞，使ってノーベル賞」という言葉が，基礎

科学における計測分析技術の重要な役割を如実に示している．最終的に，

先端計測分析技術・機器は基礎科学や科学技術研究のためにはなくてはな

らない基礎技術・機器として，即ちマザーツールとして広く使用されねば

ならない．

いま研究について考えると，大学等の基盤的経費を使った純粋，基礎的

な学術研究と完全にトップダウン型の国家プロジェクト型研究，そしてそ

の中間型の戦略的創造研究に大きく分けられる．このような状況下，全体

としてどうやって計測技術あるいは計測機器を限りある資源のもとで発展

させていくのか，よく考えておく必要がある．とりわけ，この分野への研

究開発が「金のタマゴ」として，研究投資のバブル期が続いている今こそ

熟慮すべき時であろう．例えば，大型機器，装置に関しては，地域による

共同利用化なども一計かも知れない．

現在，我が国の知的創造基盤強化のための1つの柱として，先端計測分

析技術・機器開発を目指す戦略がとられている．しかし，「学問に王道な

し」と言われる如く，この分野でも普遍的な原理・原則があるわけではな

い．やはり基礎的な，そして冒険的・挑戦的な研究から真に新しいものが

出てくるだろう．昨今，高等教育における学術・科学研究が強化され，文

教政策が柔軟になり，また国際的にもふさわしい貢献が期待される中，学

術・科学行政にトップダウン方式の導入が強められている．そのため，我

が国で培われてきた基礎科学研究の伝統が失われないかと危惧される．基

礎科学の目的はいささか漠然としているものの「文化」と同じ範疇の人間

活動であって，効率，成果，市場原理のような面を強調しすぎれば，本当

に新しいものが出てこなくなるだろう．研究者の日頃の鋭い観察，注意力，

研究への情熱などを大切にして，真にイノベーションにつながる知的創造

を期待したいものである．計測分析技術・機器開発の分野でも，やはりセ

レンディピティーは欠かせないものである．
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